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　 ば ら積 み 貨物 が 航海 中 に 液 状 化 す る と、復原性 に 悪影

響を及 ぼ し、 船舶が転覆す る こ と もあ る。こ う した事 故

を 防止する た め、海上人 命 安 全条約 で は、液状化物質 に

つ い て は 、 船積み の 度 に 貨物 の水分値 を計 測 し、 予 め計

測 さ れ た 運 送許容 よ り低 い こ とを確認す る こ と を義務づ

け て い る 。 こ の 要件 を広 い範 囲 の 貨 物 に適 用 す れ ば、安

全上 は問題 な い が 、 液状化物質 で な い貨物にま で 要件 を

適用 し、運送実務 に支障を きた す恐 れ が あ る。そ こ で 、

要件 の 適 用範囲を 明確 に す るた め
、 我 々 は、 あ る 貨物が

液状化物質 か 否 か を判 別 す る試験方法 （液状化物質判別

試 験 ） を 開発 し、IMO 　DSC 小委員会に 提案 した 。 ま た、
そ の 有効性評価 の た め、5種類の 試料を 用 い て 、液状化
特性 に 関す る各種試験を 実施 し、 液状化物質判別試験の

有効性を調 べ た。

　本稿で は、要件の 適用 範囲の 明確化の 必要性 に つ い て

述べ 、液状化 現 象 に つ い て 解説 した 後、液状化物質判別

試 験 法の 概要 に っ い て 述 べ る。 ま た 、 有効性評価 の た め

の 試験結 果 に つ い て 述 べ る 。

　液状化物質判別試験 の 有効性評価 の た め の 試験 に は、
典型的な 液状化 物 質 で あ る 銅精鉱 と 亜鉛精鉱 、 液状化物

質 と判 断 され る 物 質 の 中で 比 較 的 粒 径 の 大 きい Carol

Lake 鉄精鉱、液状化物質 で 無 い と判断 さ れ る 物質の 中
で 比較的 粒子 の 細か い 沈殿方鉛鉱 、 液状化物質で は 無い

と判断 さ れ る 粒状物質 と して 、粒 状 ニ
ッ ケ ル ス ラ グの 5

種類の 資料 を 用 い た 。 試験 は、基礎 と な る真密度
・
粒径

計測の ほ か に、Proctor／Fagerberg 試験、貫入法試験 、

液状化物質判別 試 験 及 び透水性試験 を実施 した 。 結果 と

して 、 液状化物質判別試験 に お け る排水後飽和度 に よ

り、液状化物質 と非 液 状 化物質が 明確 に 意識で き る こ と

が 明 らか に な り、液状化物質判 別 試 験 の 有効性が 確認 さ

れ た。ま た、判 定 の た あ の ク ラ イ テ リア と して 飽和度

70％ を用 い る こ とが 妥当で あ る こ とが 確 認 さ れ た 。

〈 シ ス テ ム 技術部 〉

　　 音声入出力を 用 い た一名当直時の 人 間を含 む

　　　　　　 シ ス テ ム 異常対策 に つ い て

　 　 On 　 countermeasures 　for　malfunctions 　 of

　　　 aone 　person　bridge　operation 　system

　　　　 by　using 　speech 　communication
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一

名当直を実現す る上 で 、 人 間 と航海支援装置 で 構成

さ れ る シ ス テ ム と して の 継続的 な動作 と シ ス テ ム の 異

常、当直者 の 異常が 発 生 した 時 の 対策 を 確立す る こ と

は 、 大変重要 な フ ァ ク タ
ー

で ある 。 特に 、

一
名当直時 に

は 、 機械側及 び人間側 が常 に お 互 い の 健全性をチ ェ ッ ク

しなが ら、当直作業を進 めて い く必要が あ る 。 こ の 際、

異常時 に 確実 に 機能 し安全を阻害 しな い事は も ち ろん の

事、当直者に余計な 労力を か けな い 形で 作動 して 、 当直

者 に 常 に 使用 され る シ ス テ ム で な くて はな らな い 。

　そ こ で 、 本研究で は 、 機械側 で の 異常の 検知 とそ の 対

策及 び 人間側 の 異常検知 とそ の 時の 対策 に つ い て の 考 え

方を述 べ た後、

一
名当直航海支援 シ ス テ ム へ の 適用及 び

そ の 評価結果 に つ い て 、 報告す る 。

　機械側の 異常感知 に 関 して は、シ ス テ ム を構築す る要

素 シ ス テ ム それ ぞれ が 自己診断機能を 持っ と共 に、シ ス

テ ム 間で 通 信 を行 い 互 い の 健全性を相互 チェッ クで き る

よ うに シ ス テ ム を構築した 。 こ れ に よ り、機械側の 異常

を 確 実 に 人間側に 報知で きるよ うに な っ た 。

　また 人間側に つ い て は 、 音声 に よ る就労監視 シ ス テ ム

を構築 した 。 こ の シ ス テ ム で は、当直者 の 主要作業で あ

る操船 に 関わ る作業を妨 げ る事無 く、 当直者 との 会話 で

当直者 の 健全 性 を チ ＝ ッ ク する もの で、現役船員 に 実用

で き る もの と して受 け入 れ られ た 。
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